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図 2：電流減衰時間τの評価結果。 

図  
3． 実

ディスラプション波形は図 1のよ
う
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1． 背景、目的   Δt80-20%

  Δt60% トカマク型核融合炉の実現においてディスラ

プションは重要な問題の 1 つである。ITER では
ディスラプション時のプラズマ電流減衰時間τ

を、現在の装置で観測されたτにより構築された

データベースを用いて評価している[1]。ここでは
τ=L/R（L：プラズマのインダクタンス、R：プラ
ズマの抵抗）と考え、プラズマ断面積 Sでτを規
格化した値τ/S が一定であるというスケーリン
グを試みている。しかし、τの評価方法は装置間

で異なり、またショットによってτの大きなばら

つきが見られる。本研究では、様々なディスラプ

ション波形に対応できる新たな評価方法を提案

し、HYBTOK-II でτの評価を行う（現在は
HYBTOK-IIのデータのみであるが、今後は JT-60U
のデータも評価する予定）。またディスラプショ

ン物理の解明を目的に、磁気プローブ等を用いた

プラズマ内部の計測を行う。 
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2． 実験・評価方法 
小型トカマク装置HYBTOK-II は大半径40 cm、
リミタ半径 11 cm、 最大トロイダル磁場 0.5 T、 最
大プラズマ電流 15 kA である。τの評価には、電
流が最大値の 80～20%に減衰する時間と、今回提
案するディスラプションの開始から dIp/dt が最大
になる時刻を中心に、時間変化を示す曲線の面積

が全体の 60%になる時間で評価する（図 1）。 

図 1：電流減衰時間τの

３：内部磁場計測結果。Bt = 0.26T。
験結果 
今回評価する

な 2段階にプラズマが減衰することが確認され
た。同条件下でのディスラプション波形からτの

評価結果を図 2に示す。図 2より、提案手法の方
がτのばらつきを抑えられることが確認できる。 
図 3に内部磁場の計測結果を示す。Br, Bθ共に
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～20kHz の揺動がみられ、6cm での Bθには 50
～70kHz程度の高い周波数成分が確認できる。ま
た、ディスラプション開始時に内部での Bθが 10
～30μs程度（<<電流拡散時間～2ms）で大きく減

Δt80-20% 
ar Fusion, 39 (2003) 12. 評価方法。 
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衰していることから、何らかの原因（内部 MHD
不安定性？）で内側の電流が外側に吐き出されて

いると考えられる。その後、ゆっくりディスラプ

ション前の電流密度分布に近づき、最終的にプラ

ズマ電流の消滅に至る。 
[1]ITER Physics Basis Nucle
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